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本資料の発行にあたって

●資料発行の趣旨 ●本資料の活用例

写真・動画のホームページへの掲載について

　本資料に掲載または関連した以下の写真や動画を，弊社ホームページ「光村チャンネル」(http://

www.mitsumura-tosho.co.jp/) にアップいたします。本資料と併せてご活用ください。

　※写真・動画ともに，7月2日から3日にかけて (写真⑦を除く )気仙沼市で撮影したものです。

[ 写真 ]　①岩石養助漁労長と藤野清無線長　　

　　　　②気仙沼魚市場での水揚げの様子 (1)　　　　　

　　　　③気仙沼魚市場での水揚げの様子 (2)　　 

　　　　④油槽船「けせんぬま」　　　　　　　  ⑤気仙沼魚市場のスカイタンク　　

　　　　⑥気仙沼漁港とその周辺の様子 ( 2011 年 7月 )　　　　

　　　　⑦気仙沼漁港とその周辺の様子 ( 2007 年 10 月 )　　　　

　　　　⑧気仙沼魚市場の様子　　　　　　　　⑨気仙沼魚市場横の道路の様子

　　　　⑩気仙沼魚市場周辺の様子

[ 動画 ]　①気仙沼漁港の様子　　　②岩石養助漁労長・藤野清無線長へのインタビュー

　　　　③岩石漁労長・藤野無線長からのメッセージ　　 

　　　　④気仙沼魚市場での水揚げの様子　　　　　　

　　　　⑤気仙沼で水産業に携わる人からのメッセージ

　　　　　(1) 気仙沼で水産加工業を営む，安
あんどう

藤竜
りゅう

司
じ

さん

　　　　　(2) 気仙沼漁業協同組合の佐藤亮輔組合長　　 
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　本資料の発行にあたり，まずはじめに，このたびの東日本大震災により被災された方々に，謹

んでお見舞い申し上げます。また，被災地の 1日も早い復興を心よりお祈りいたします。

　弊社の平成 23年度版教科書「社会 5」には，3.11 の被災地である気仙沼のサンマ漁を取り上

げた教材が掲載されています。この内容を学習するにあたり，教科書に登場する方々の安否や現

在の生活の様子，また，気仙沼の水産業の現況について情報を提供する必要があると考え，編集

部では 7月 2日から 3日にかけて気仙沼を訪れ，取材を行いました。この取材では，教科書に

登場するサンマ棒受網漁の漁労長の岩
いわいしようすけ

石養助さん，同無線長の藤
ふじ

野
の

清
きよし

さんに現在の生活やサンマ

漁への思いなどについてお話をうかがいました。また，気仙沼の水産業の現在の様子や今後の見

通しなどについて，気仙沼漁業協同組合の佐
さ

藤
とう

亮
りょう

輔
すけ

組合長にもお話をうかがいました。

　本資料は，現地取材をもとに，教科書「社会 5」掲載の「日本の水産業～気仙沼のサンマ漁～」

( P82 ～ 101) の授業の際の補充資料として，先生向けに作成したものですので，ご活用いただ

ければ幸いです。なお，下記の写真・動画と併せてご活用ください。　

　教科書の内容に併せて，本資料を授業で活用する手立てとして，次のような具体例が考えられる。

【社会科の学習に活用する場合】

　○本単元の導入時に問題意識をもたせるための資料として扱う。

　　・気仙沼のまちや魚市場に関する資料 ( 本資料最終ページ，写真⑥⑧⑨⑩，動画①など ) を

　　　用いながら，気仙沼の現状を知り，「これから気仙沼のサンマ漁はどうなるのだろう」な

　　　どの学習問題の成立を図る。

　○「ひろげる・ふかめる」( 教科書 P101) の内容として発展的に扱う。

　　・岩石さんの話 ( 本資料 P3，動画②③ ) や佐藤組合長の話 ( 本資料 P7，動画⑤ ) などの資

　　　料をもとに，復興をめざす人々の思いや願いについて考える。

　　・佐藤組合長の話 ( 本資料 P7) にある「海と陸は水産業の両輪」という言葉をもとに， 魚市  

　　　場周辺にある銭湯や飲食店など，一見水産業と無関係に思える施設の役割や，まちで生活

　　　する多くの人々が水産業に関わっていることに気付き，まちの人々が一丸となって復興へ

　　　の取り組みを進めていることについて考える。

　　・35年間もコンビを組んでサンマ漁に従事してきた岩石さんと藤野さんの話 ( 本資料 P3，

　　　動画② ) をもとに，二人が深い信頼関係で結ばれていること，災害を乗り越えて再びコン

　　　ビを組んでサンマ漁に臨もうとする思いをもっていることなどについて考える。

【総合的な学習の時間などに活用する場合】

　○気仙沼で暮らす人々にメッセージを届ける。

　　・岩石さんや佐藤さんの「気仙沼からのメッセージ」( 本資料 P8，動画③⑤ ) に答える形で，

　　　気仙沼の漁業関係者の方々に子どもたちからメッセージを送る。

　　　※岩石さんや藤野さん，佐藤さんなどへのメッセージを送る場合は，当該の方への配慮から，ま

　　　　ずは弊社「編集部社会課」宛に送付をお願 いします。弊社から当該の方へお届けいたします。

　　・社会科で学んだことなどをもとに，気仙沼の小学校に寄せ書きや作品などを送る。

　○国際理解教育の一環として活用する。

　　・震災後，インドネシア大統領が気仙沼市を訪問し，義援金などが届けられたことから，国内だ

　　　けでなく外国からも支援があったことを調べ，それらの国と日本との関わりについて調べる。

　以上の他にも，「情報とわたしたちのくらし」( 教科書 5年 P157 ～ 186) の単元と関連させたり，

気仙沼以外の被災地の漁港について調べたりする活動も考えられる。いずれにせよ，気仙沼のサ

ンマ漁についての学習と関連付けながら，子どもたちが震災後の復興に向けて自ら考え，行動す

ることを大切にしたい。




